
別 紙 様 式 第 十 三 号 の 二 第 ２ の ２ の 表 記 載 上 の 注 意 １ m 中 L̃ を C̃ と し 、̂ K の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

L̃ 未認識数理計算上の差異、未認識過去勤務費用及び会計基準変更時差異の未処理額の金
額

別 紙 様 式 第 十 三 号 の 二 第 ２ の ２ の 表 記 載 上 の 注 意 中 ７ m を ８ m と し 、 ２ m か ら ６ m ま で を ３ m か

ら ７ m ま で と し 、 １ m の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

２．「退職給付に係る負債」には、退職給付債務に未認識数理計算上の差異、未認識過去勤務
費用及び会計基準変更時差異の未処理額を加減した額から、年金資産の額を控除した額を負
債として計上する。ただし、年金資産の額が退職給付債務に未認識数理計算上の差異、未認
識過去勤務費用及び会計基準変更時差異の未処理額を加減した額を超える場合には、資産と
して「退職給付に係る資産」に計上する。
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